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「医学の父」といわれるヒポクラテスが活躍した古代ギリシアの時代から、20世紀に

至るまで「医師の父権主義的（パターナリズム）決定」が約2500年にわたる医療界の

伝統でした。つまり「患者にとっての最善の医療を提供するために判断を下す権利と

責任は医師側にあり、患者はすべて医師に委ねればよい」という考え方です。1960年代に、

米国で個人主義を背景として、「自律的な患者の意思を尊重する」という思想が起こり、

「インフォームド・コンセント（IC）：説明と同意」の概念が導入され、患者自身が治療方針を

決定し、その結果についての責任も患者が取るべきという考えが主流になりました。

本邦でも、21世紀にはいり、ICの考え方が急速に広まり、当院でもいち早くIC委員会が

組織され（2004年）、検査や治療方針に関する説明・同意書が普及しました。

しかし、患者さんに病気や治療方法についての充分な知識や経験があるはずもなく、

医師が自分の専門分野以外の病気に罹り、患者になった場合には、いくら担当医から

説明を受けても最新の医療状況がわからないのが実情です。患者さんに病気や治療方針

のすべてを説明し、理解してもらうことはほぼ不可能で、患者自身が責任を持って、最良の

治療方針を選択するのには、無理があります。 そもそも治療の本来の目標とは、病気に

立ち向かい、うち克ち、病気を治すことであり、患者と医療者は、治療するうえで同じ目標

を共有する同士のはずです。医師主導（パターナリズム決定）でも、患者主導（IC）でもなく、

患者と医療者は対等な仲間であり、よく相談して、さまざまな面から考えて、最良の方法を

選ぶことがたいせつです（共同意思決定 SDM）。

当院では、SDMを支援することを目的として、「私の心づもり」という質問紙を採用し、

患者さんご自身の意向や希望を伺うとともに、人生会議 (ACP: advance care planning) に

ついての啓蒙活動を行っています。みなさまが、医療における最良の選択をされるのに、

少しでも参考になる情報を提供できることを祈念し、本号ではこれらの取り組みについて

ご紹介いたします。
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あなたが大切に
していることは何ですか？

   家族や医師は
あなたの希望を知っていますか？

（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プラン
ニング）

人生会議とは、『人生の最終段階において、本人の意思が尊重され、本人が希望する
“生を全う”できるよう、年齢を問わず健康な時から、人生の最終段階における
医療・ケアについて考える機会をもち、本人が家族等や医療・ケアチームと繰り返し
話し合うこと、本人自身が大切にしていること、どのような医療やケアを望んでいるかに
ついて自ら考え、その考えを信頼する人たちと話し合うこと』です。

もしものときのための準備のために、
当院では『私の⼼づもり』を使⽤しています

※考えを書き留めておくことが重要です。
希望を伝えたあとでも、いつでも内容は訂正できます。
※当院外来では、ＣＫＤ（慢性腎臓病）ステージ４以上の患者さんに
お渡しています。
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あなたが信頼でき
る
人は誰ですか？


